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ヒ ノ キ 材 に お け る 鋼 球 圧 入
一硬 さ の 温 度 に よ る 変 化-






荏,JIS規格 Z2117 (1960) ではブリネル試験法を採用している｡ しかし,それについても
最近の研究から,その鋼球の径が 10mm であるのは小さすぎるので,径 30mm の鋼球を使
用した方がより適切であるという報告など5)がなされ,この点については再考の余地がある｡
この報告では,最初前報6) で述べたと同様な方法で,湿潤状態のヒノキ材の荷畳･-鋼球圧入
















































以下の測定法は前報6) と同じであるO荷重･1-･30kgについて 2kg ごとに鋼球の圧入深さ
を 1/100mm の精度で読み取り,･最高荷重に達した後, その最高荷重を一定に保った状態で
0ん100分にわたって鋼球圧入深さを各時間で読みとる｡ここで荷重がヒノキの板日面で 35-
40kgを越えると鋼球の圧入深さは 2.30mm 以上に達し, そ7)変形状態をみると, 巨視的
に,繊維方向に努断破壊がみられ,またあるものは繊維と直角方向にちぢみの現象 (挫屈に似
た現象) がみられた｡ そこでこの場合の最高荷重は 25-30kgとし,巨視的に破壊はおこら
,ないが完全に塑性変形が生じていると考えられる範囲で実験をおこなった｡また柾日面につい
ても板目面と同じ考えから最高荷重を 24kgとした｡
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(b),(C)および (d)に示し, ヒノキ材とブナ材の温度による H,Zの変化をみるため拓, ブ
～231-
木 材 研 究 第34号 (1965)
ナ材の板目面七の硬 さ-温度の関係を前報6)のデ-メ-ならびに補充実験のデータ-から同図
(e)に示す｡
Fig.1-4での板 目面の HB に対する柾 目面の HBの比を, Table4なちびに Fig.2に
示す｡






















































































































この場合の H, は荷重 50kgのとき求めたものである｡ この2つの樹種を比較した場合,
ヒノキ材 よりブナ材の方が温度による硬さの変化が大で ある といえよう｡ この結果は F･
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はば板目面 :柾 目面-2:1に近い値をあらわす｡ ところが 日本産気乾材のデーター12)を弟る






























1)湿潤状態におけるヒノチ材は前鍬 'で述べた弾性体に対する HERTZ の理論10'ならび
に,塑性件に対するP,TABOR の実験結果11)より求められる n の範囲 (1･0< n<1･5)を満
足し (Table2),しかも前報ブナ材6' の場合と同様,高温になると n の値が減少する傾 向を
示す｡
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